
公益法人 カールスルーエ日本語学校 理事会 

2020年 9月 30日より適用 

 

カールスルーエ日本語学校に於けるコロナ対策 

カールスルーエ日本語学校では BW州と AMGの定めるコロナ対策に従いますが、補足的に 

当校独自のルールを安全対策委員、教員と理事会で取り決めました。 

 

以下の場合、授業に出席できません。 

 14日以内に家族内で濃厚接触者がいる場合 

 家族内に風邪の症状がみられる場合 

 家族内で 14日以内に危険地域より帰ってきた人がいる場合 

※登校可能かどうか不確かな場合は、ご自身で判断されず、必ず理事にご相談ください。 

 

校内で 

 校内は先生、生徒、保護者、訪問者全員マスクを着用して下さい。 

（健康上マスクを着用出来ない場合は理事までご連絡ください。） 

 マスクを忘れた方は１Euroを寄付することで使い捨てマスクの入手が可能です。 

 入り口で手指を消毒して下さい。 

 教員、生徒、保護者が校舎に立ち入る際、入り口で登録して下さい。 

 指定された場所以外は立ち入り禁止です。 

 

授業中 

 教員はフェイスガードを使用。 

 授業中は 20分～25分ごとに換気をします。 

 席は最低 1，5m離し、先生から指定された席に座って下さい。 

 文房具の貸し借りはしません。 

 

休憩時間 

 トイレ休憩は 5分です。残りの休憩時間に関しては各先生の指示に従ってください。 

16：40－16：45 幼稚部・準 1年生 

16：45－16：50 1年生 

16：50－16：55 2年生 



16：55－17：00 3年生 

17：00－17：05 4年生 

17：05－17：10 6年生・中学部 

 トイレは AMGの指示に従って使用します。 

 おやつや飲み物は交換しません。 

 飲食の際は少なくても 1，5mの距離を開けてください。 

 

授業後 

下記の設備を消毒します。 

 出入口のドアノブ（保護者） 

 階段の手すり、教室外の机、椅子等（保護者） 

 教室内の机、椅子、窓の取っ手、電気のスイッチ（教員） 

 必要に応じてトイレ（理事） 

除菌用濡れティッシュ、ごみ袋は理事が用意します。 

トイレのペーパーごみは理事が外のごみ箱へ。 

 

コロナ感染が確認された場合の対処について 

コロナ感染が確認された場合は保健所の指示に従ってください。 

保健所から指定された期間内に日本語学校を訪問した場合は、必ずその旨を保健所に伝えて

ください。 

その後、速やかに理事にもご連絡くださいますようお願いいたします。 

個人が特定されない様、情報の取り扱いには十分に注意しますが、感染拡大を防ぐために 

ご協力をお願い申し上げます。 

 

日本語学校の連絡先 

理事長 村上裕之  電話 07243 715331 

メールアドレス jpschuleka@yahoo.co.jp 

借用校舎 Albertus-Magnus-Gymnasium 

住所 Middelkerker Str.1-5, 76275 Ettlingen 

 

日本語学校では保健所の指示により、必要な情報を保健所に提示します。 

また AMGに感染があったことを報告し、必要な情報を提示します。 

その後、保護者にはメールで連絡し、保健所から許可が出るまでの間、授業は幼稚部を含む

すべての学年でオンライン授業となります。 

以上 


